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議案第68号 

 

平成30年度いわき市一般会計補正予算（第５号） 

 

平成30年度いわき市の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ11,426,269千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ152,392,192千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（継続費の補正） 

第２条 継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 

（繰越明許費の補正） 

第３条 繰越明許費の追加は、「第３表 繰越明許費補正」による。 

（債務負担行為の補正） 

第４条 債務負担行為の追加及び変更は、「第４表 債務負担行為補正」による。 

（地方債の補正） 

第５条 地方債の変更は、「第５表 地方債補正」による。 

 

  平成31年２月21日提出 

 

 

いわき市長  清 水 敏 男  
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(単位　千円)

款 項

市税

市民税

地方消費税交付金

地方消費税交付金

分担金及び負担金

負担金

使用料及び手数料 △61,219

使用料 △52,224

手数料 △8,995

国庫支出金

国庫負担金

国庫補助金

国庫委託金 △1,915

県支出金 △700,689

県負担金

県補助金 △685,032

県委託金 △16,955

財産収入 △8,621

財産運用収入

財産売払収入 △8,636

寄附金

寄附金

繰入金

第１表　歳入歳出予算補正

歳 入

補 正 前 の 額 補 正 額 計
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(単位　千円)

款 項

特別会計繰入金

基金繰入金

諸収入

貸付金元利収入

収益事業収入

雑入

市債

市債

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 入 合 計

- 6 -
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(単位　千円)

款 項

特別会計繰入金

基金繰入金

諸収入

貸付金元利収入

収益事業収入

雑入

市債

市債

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 入 合 計

- 6 -

(単位　千円)

款 項

総務費

総務管理費

選挙費 △16,955

民生費 △324,440

社会福祉費

児童福祉費 △460,950

災害救助費 △97,717

衛生費 △182,777

保健衛生費 △150,790

清掃費 △31,987

上水道費

農林水産業費 △184,968

農業費 △164,367

林業費 △20,601

商工費 △6,299

商工費 △6,299

土木費 △1,963,782

土木管理費 △1,068

道路橋りょう費 △123,336

河川費

都市計画費 △603,255

住宅費 △1,241,023

消防費 △678,179

歳   　　  　     出

補 正 前 の 額 補 正 額 計
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(単位　千円)

款 項

消防費 △678,179

教育費

教育総務費 △66,004

小学校費

中学校費

幼稚園費 △2,603

社会教育費 △6,182

保健体育費 △26,254

公債費 △371,000

公債費 △371,000

歳 出 合 計

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 8 -

（変　更）

年度 総　額 年度 年割額
千円 千円

第２表　継続費補正

款 項 事　業　名
補 正 前 補 正 後

総　額 年割額
千円 千円

民間児童福祉
施設建設補助金

民 生 費 児童福祉費

認定こども園
整 備 事 業 費
補助金（平成

年度設定分）

認定こども園整
備事業費補助金

火葬場整備事業

三和地区新校舎
建 設 事 業

衛 生 費 保健衛生費

土 木 費 都市計画費

合 葬 式 墓 地
整 備 事 業
（南白土墓園
納骨堂併設型）

中 学 校 費
三和地区新校舎
建 設 事 業

教 育 費

小 学 校 費

- 9 -
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(単位　千円)

款 項

消防費 △678,179

教育費

教育総務費 △66,004

小学校費

中学校費

幼稚園費 △2,603

社会教育費 △6,182

保健体育費 △26,254

公債費 △371,000

公債費 △371,000

歳 出 合 計

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 8 -

（変　更）

年度 総　額 年度 年割額
千円 千円

第２表　継続費補正

款 項 事　業　名
補 正 前 補 正 後

総　額 年割額
千円 千円

民間児童福祉
施設建設補助金

民 生 費 児童福祉費

認定こども園
整 備 事 業 費
補助金（平成

年度設定分）

認定こども園整
備事業費補助金

火葬場整備事業

三和地区新校舎
建 設 事 業

衛 生 費 保健衛生費

土 木 費 都市計画費

合 葬 式 墓 地
整 備 事 業
（南白土墓園
納骨堂併設型）

中 学 校 費
三和地区新校舎
建 設 事 業

教 育 費

小 学 校 費
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（追　加）

金　　額

総 務 費 総 務 管 理 費 情報通信技術利活用事業費補助金 5,284千円

衛 生 費 上 水 道 費 上水道安全対策事業出資金 721,059千円

農林水産業費 林 業 費 いわき森林再生事業 49,038千円

治山事業 9,600千円

商 工 費 商 工 費 薄磯交流多目的広場駐車場整備事業 56,059千円

土 木 費 土 木 管 理 費 耐震診断義務付け対象建築物耐震化支援事業 41,928千円

道路橋りょう費 幹線道路整備事業 92,975千円

自転車道路網整備事業 256,714千円

生活道路整備事業 105,010千円

復興道路整備事業 839,313千円

交通環境改善事業 42,583千円

河 川 費 河川改良事業 14,280千円

都 市 計 画 費 街路事業 328,754千円

都市公園整備事業 102,508千円

平並木通り地区市街地再開発事業 579,619千円

住 宅 費 公営住宅ストック総合改善事業 32,468千円

市営住宅借地返還促進事業 82,305千円

第３表　繰越明許費補正

款 項 事 業 名

- 10 -
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（追　加）

金　　額

総 務 費 総 務 管 理 費 情報通信技術利活用事業費補助金 5,284千円

衛 生 費 上 水 道 費 上水道安全対策事業出資金 721,059千円

農林水産業費 林 業 費 いわき森林再生事業 49,038千円

治山事業 9,600千円

商 工 費 商 工 費 薄磯交流多目的広場駐車場整備事業 56,059千円

土 木 費 土 木 管 理 費 耐震診断義務付け対象建築物耐震化支援事業 41,928千円

道路橋りょう費 幹線道路整備事業 92,975千円

自転車道路網整備事業 256,714千円

生活道路整備事業 105,010千円

復興道路整備事業 839,313千円

交通環境改善事業 42,583千円

河 川 費 河川改良事業 14,280千円

都 市 計 画 費 街路事業 328,754千円

都市公園整備事業 102,508千円

平並木通り地区市街地再開発事業 579,619千円

住 宅 費 公営住宅ストック総合改善事業 32,468千円

市営住宅借地返還促進事業 82,305千円

第３表　繰越明許費補正

款 項 事 業 名

- 10 -

金　　額

消 防 費 消 防 費 津波避難所表示板等整備事業 46,482千円

防災情報システム整備事業 50,115千円

除去土壌等管理・搬出推進事業 47,958千円

教 育 費 小 学 校 費 空調設備設置事業 4,309,570千円

ブロック塀対策事業 118,520千円

中 学 校 費 空調設備設置事業 2,115,440千円

ブロック塀対策事業 47,573千円

社 会 教 育 費 文化センター耐震化事業 1,918千円

保 健 体 育 費 学校給食共同調理場改修事業 7,988千円

災 害 復 旧 費
農林水産業施
設災害復旧費

現年度発生災害復旧費（農業用施設） 21,938千円

款 項 事 業 名

- 11 -
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（追　加）

（変　更）

限度額

自 自

至 至

自 自

至 至

第４表　債務負担行為補正

事 項 期  間 限 度 額

（原子力対応雇用）復興・防災プログラム提供事業
自 平成30年度

16,542千円
至 平成31年度

事  項
補　正　前 補　正　後

期 間 限度額 期 間

野木前１号線道路改良事業負担金
平成30年度

200,850千円

久保・下矢田線道路改良事業負担金
平成30年度

118,450千円
平成31年度 平成32年度

334,750千円
平成32年度 平成32年度

平成30年度
177,160千円

平成30年度

- 12 -

（変　更）

補正前の額 補正額 計

千円 千円 千円

１ 借入先 3.5％ 　政府資金につ

　 政府、県、銀 以 内 いては、その融

 行、その他 （ただし、 資条件により、

２ 借入方法  利率見直 銀行、その他の

　 証書借入又は  し方式で 場合には、その

 証券発行  借り入れ 債権者と協定す

３ 借入時期  る資金に るところによる

　 平成30年度  ついて、 　ただし、市財

　 ただし、市財  利率の見 政の都合により

 政の都合により  直しを行 据置期間及び償

 起債額の全部又  った後に 還期限を短縮し

 は一部を翌年度  おいては、若しくは繰上償

 に繰延べて借り  当該見直 還又は低利に借

 入れることがで  し後の利 り換えることが

 きる。  率） できる。

第５表　地方債補正

起債の目的
限　　度　　額

起債の方法 利　率 償還の方法

火 葬 場 整 備 事 業 △57,600

社 会 福 祉 施 設
整 備 事 業

△16,600

農業農村整備事業 △4,400

道 路 整 備 事 業 △6,400

地方道路等整備事業 △28,800

自然災害防止事業

公営住宅建設事業 △3,400

都 市 計 画 事 業 △59,900

計

消防施設整備事業 △27,000

学 校 教 育 施 設 等
整 備 事 業

。

、

- 13 -
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（変　更）

補正前の額 補正額 計

千円 千円 千円

１ 借入先 3.5％ 　政府資金につ

　 政府、県、銀 以 内 いては、その融

 行、その他 （ただし、 資条件により、

２ 借入方法  利率見直 銀行、その他の

　 証書借入又は  し方式で 場合には、その

 証券発行  借り入れ 債権者と協定す

３ 借入時期  る資金に るところによる

　 平成30年度  ついて、 　ただし、市財

　 ただし、市財  利率の見 政の都合により

 政の都合により  直しを行 据置期間及び償

 起債額の全部又  った後に 還期限を短縮し

 は一部を翌年度  おいては、若しくは繰上償

 に繰延べて借り  当該見直 還又は低利に借

 入れることがで  し後の利 り換えることが

 きる。  率） できる。

第５表　地方債補正

起債の目的
限　　度　　額

起債の方法 利　率 償還の方法

火 葬 場 整 備 事 業 △57,600

社 会 福 祉 施 設
整 備 事 業

△16,600

農業農村整備事業 △4,400

道 路 整 備 事 業 △6,400

地方道路等整備事業 △28,800

自然災害防止事業

公営住宅建設事業 △3,400

都 市 計 画 事 業 △59,900

計

消防施設整備事業 △27,000

学 校 教 育 施 設 等
整 備 事 業

。

、
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特　　別　　会　　計
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議案第 号

平成 年度いわき市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

平成 年度いわき市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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(単位　千円)

款 項

繰入金

他会計繰入金

基金繰入金 △93,359

繰越金 △73,240

繰越金 △73,240

△73,240歳 入 合 計

第１表　歳入歳出予算補正

事 業　　　勘　　　定

歳 入

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 19 -
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(単位　千円)

款 項

基金積立金 △85,056

基金積立金 △85,056

諸支出金

償還金及び還付加算

金

△73,240

歳   　　  　     出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 20 -

議案第 号

平成 年度いわき市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

平成 年度いわき市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 21 -

－ 20 －



(単位　千円)

款 項

基金積立金 △85,056

基金積立金 △85,056

諸支出金

償還金及び還付加算

金

△73,240

歳   　　  　     出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 20 -

議案第 号

平成 年度いわき市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

平成 年度いわき市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 21 -

－ 21 －



 



(単位　千円)

款 項

繰入金 △4,004

他会計繰入金 △4,004

△4,004歳 入 合 計

第１表　歳入歳出予算補正

歳   　　  　     入

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 23 -

－ 23 －



(単位　千円)

款 項

後期高齢者医療広域 △4,004

連合納付金

後期高齢者医療広域 △4,004

連合納付金

△4,004

歳   　　  　     出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 24 -

議案第 号

平成 年度いわき市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成 年度いわき市の介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 25 -

－ 24 －



(単位　千円)

款 項

後期高齢者医療広域 △4,004

連合納付金

後期高齢者医療広域 △4,004

連合納付金

△4,004

歳   　　  　     出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 24 -

議案第 号

平成 年度いわき市介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成 年度いわき市の介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 25 -

－ 25 －



 



(単位　千円)

款 項

国庫支出金

国庫負担金

国庫補助金

支払基金交付金

支払基金交付金

県支出金

県負担金

財産収入

財産運用収入

繰入金

一般会計繰入金

基金繰入金

歳 入 合 計

第１表　歳入歳出予算補正

歳 入

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 27 -

－ 27 －



(単位　千円)

款 項

保険給付費

介護サービス等諸費

高額介護サービス等 △68,337

費

諸費 △569

基金積立金

基金積立金

歳 出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 28 -

議案第 号

平成 年度いわき市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

平成 年度いわき市の土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 29 -

－ 28 －



(単位　千円)

款 項

保険給付費

介護サービス等諸費

高額介護サービス等 △68,337

費

諸費 △569

基金積立金

基金積立金

歳 出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 28 -

議案第 号

平成 年度いわき市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

平成 年度いわき市の土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ 千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費）

第２条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 29 -

－ 29 －



 



(単位　千円)

款 項

国庫支出金 △238,628

国庫補助金 △238,628

財産収入

財産売払収入

繰入金 △101,912

他会計繰入金 △85,810

基金繰入金 △16,102

諸収入

保留地処分金

土地区画清算金

市債 △164,600

市債 △164,600

△142,899歳 入 合 計

第１表　歳入歳出予算補正

歳   　　  　     入

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 31 -

－ 31 －



(単位　千円)

款 項

土地区画整理費 △119,691

総務管理費 △178

事業費 △119,513

公債費 △23,208

公債費 △23,208

△142,899

歳 出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 32 -

（新　規）

土 地 区 画
整 理 費

事 業 費 泉第三土地区画整理事業 210,336千円

第２表　繰越明許費

款 項 事　　業　　名 金　　額

勿来錦第一土地区画整理事業 133,394千円

- 33 -

－ 32 －



(単位　千円)

款 項

土地区画整理費 △119,691

総務管理費 △178

事業費 △119,513

公債費 △23,208

公債費 △23,208

△142,899

歳 出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

歳 出 合 計

- 32 -

（新　規）

土 地 区 画
整 理 費

事 業 費 泉第三土地区画整理事業 210,336千円

第２表　繰越明許費

款 項 事　　業　　名 金　　額

勿来錦第一土地区画整理事業 133,394千円

- 33 -

－ 33 －



（変　更）

補正前の額 補正額 計
千円 千円 千円

泉 第 三 土 地 １ 借入先 3.5％ 　政府資金につ

区 画 整 理 事 業  政府、県、銀 以 内 いては、その融

勿 来 錦 第 一 土 地  行、その他 （ただし、 資条件により、

区 画 整 理 事 業 ２ 借入方法  利率見直 銀行、その他の

 証書借入又は  し方式で 場合には、その

 証券発行  借り入れ 債権者と協定す

３ 借入時期  る資金に るところによる

 平成30年度  ついて、 　ただし、市財

　 ただし、市財  利率の見 政の都合により

 政の都合により  直しを行 据置期間及び償

 起債額の全部又  った後に 還期限を短縮し

 は一部を翌年度  おいては、若しくは繰上償

 に繰延べて借り  当該見直 還又は低利に借

 入れることがで  し後の利 り換えることが

 きる。  率） できる。

第３表　地方債補正

起債の目的
限　　度　　額

起債の方法 利　率 償還の方法

△800

△163,800

計 △164,600

。

、

- 34 -

議案第 号

平成 年度いわき市卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）

平成 年度いわき市の卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算のうち「第１表 歳入歳出予算補正」に掲げるとおり、当該款項の区分ごとの金

額を補正する。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 35 -

－ 34 －



議案第 号

平成 年度いわき市卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）

平成 年度いわき市の卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算のうち「第１表 歳入歳出予算補正」に掲げるとおり、当該款項の区分ごとの金

額を補正する。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 35 -

－ 35 －



 



(単位　千円)

款 項

繰入金 △25,038

他会計繰入金 △25,038

諸収入

雑入

歳 入 合 計

第１表　歳入歳出予算補正

歳 入

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 37 -

－ 37 －



 

議案第 号

平成 年度いわき市競輪事業特別会計補正予算（第４号）

平成 年度いわき市の競輪事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算のうち「第１表 歳入歳出予算補正」に掲げるとおり、当該款項の区分ごとの金

額を補正する。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 39 -



議案第 号

平成 年度いわき市競輪事業特別会計補正予算（第４号）

平成 年度いわき市の競輪事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算のうち「第１表 歳入歳出予算補正」に掲げるとおり、当該款項の区分ごとの金

額を補正する。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男

- 39 -

－ 39 －



 



(単位　千円)

款 項

競輪事業費 △300,000

競輪総務費 △300,000

繰出金

他会計繰出金

歳 出 合 計

第１表　歳入歳出予算補正

歳 出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

- 41 -

－ 41 －



議案第 号

平成 年度いわき市常磐湯本財産区特別会計補正予算（第３号）

平成 年度いわき市の常磐湯本財産区特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（繰越明許費）

第１条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第１表 繰越明許費」による。

平成 年２月 日提出

いわき市常磐湯本財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 43 -



議案第 号

平成 年度いわき市常磐湯本財産区特別会計補正予算（第３号）

平成 年度いわき市の常磐湯本財産区特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（繰越明許費）

第１条 地方自治法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第１表 繰越明許費」による。

平成 年２月 日提出

いわき市常磐湯本財産区管理者

いわき市長 清 水 敏 男

- 43 -

－ 43 －



（新　規）

温 泉 事 業 費 温 泉 管 理 費 温泉維持費 4,500千円

第１表　繰越明許費

款 項 事　　業　　名 金　　額

- 45 -



（新　規）

温 泉 事 業 費 温 泉 管 理 費 温泉維持費 4,500千円

第１表　繰越明許費

款 項 事　　業　　名 金　　額

- 45 -

－ 45 －





企　　業　　会　　計

- 47 -

－ 47 －





議案第 号

平成 年度いわき市水道事業会計補正予算（第３号）

（総則）

第１条 平成 年度いわき市水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 平成 年度いわき市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予

定量を次のとおり補正する。

（業 務） （既決予定量） （補正予定量） （ 計 ）

１ 水 道 事 業

⑴ 給 水 件 数

⑵ 年 間 総 給 水 量

件

㎥

△ 件

△ ㎥

件

㎥

⑶ 一 日 平 均 給 水 量 ㎥ △ ㎥ ㎥

⑷ 主要な建設改良事業

イ 老 朽 管 更 新 事 業 千円 △ 千円 千円

２ 簡 易 水 道 事 業

⑴ 給 水 件 数 件 △ 件 件

⑵ 年 間 総 給 水 量 ㎥ ㎥ ㎥

⑶ 一 日 平 均 給 水 量 ㎥ ㎥ ㎥

（収益的収入及び支出）

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （ 計 ）

収 入

第１款 水 道 事 業 収 益 千円 千円 千円

第１項 営 業 収 益 千円 △ 千円 千円

第３項 特 別 利 益 千円 千円 千円

第２款 簡易水道事業収益 千円 △ 千円 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円 △ 千円 千円

- 49 -

－ 49 －



支 出

第１款 水 道 事 業 費 用 千円 △ 千円 千円

第１項 営 業 費 用 千円 △ 千円 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円 千円 千円

第２款 簡易水道事業費用 千円 △ 千円 千円

第１項 営 業 費 用 千円 △ 千円 千円

（資本的収入及び支出）

第４条 予算第４条本文括弧書中「不足する額 千円は過年度分損益勘定留保資金

千円、当年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

千円、減債積立金 千円及び建設改良積立金 千円」を「不足する額

千円は過年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分損益勘定留保資金 千

円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 千円、減債積立金 千円及び

建設改良積立金 千円」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

（科 目） （既決予定額） （補正予定額） （ 計 ）

収 入

第１款 水道事業資本的収入 千円 △ 千円 千円

第１項 企 業 債 千円 △ 千円 千円

第３項 水道整備負担金 千円 千円 千円

第２款 簡易水道事業資本的収入 千円 千円 千円

第２項 他 会 計 出 資 金 千円 千円 千円

支 出

第１款 水道事業資本的支出 千円 △ 千円 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円 △ 千円 千円

第２項 企 業 債 償 還 金 千円 △ 千円 千円

- 50 -

（企業債）

第５条 予算第７条を次のように改める。

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

基 幹 浄 水 場

連 絡 管

整 備 事 業

千円
１ 借入先

政府、銀行、その

他

２ 借入方法

証書借入又は証券

発行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政

の都合により、起債

額の全部又は一部を

翌年度に繰り延べて

借り入れることがで

きる。

％

以 内

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる資金に

ついて、利率の

見直しを行った

後においては、

当該見直し後の

利率）

政府資金について

は、その融資条件に

より、銀行、その他

の場合には、その債

権者と協定するとこ

ろによる。

ただし、企業財政

の都合により、据置

期間及び償還期限を

短縮し、又は繰上償

還をし、若しくは低

利に借り換えること

ができる。

老 朽 管

更 新 事 業

計

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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（企業債）

第５条 予算第７条を次のように改める。

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

基 幹 浄 水 場

連 絡 管

整 備 事 業

千円
１ 借入先

政府、銀行、その

他

２ 借入方法

証書借入又は証券

発行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政

の都合により、起債

額の全部又は一部を

翌年度に繰り延べて

借り入れることがで

きる。

％

以 内

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる資金に

ついて、利率の

見直しを行った

後においては、

当該見直し後の

利率）

政府資金について

は、その融資条件に

より、銀行、その他

の場合には、その債

権者と協定するとこ

ろによる。

ただし、企業財政

の都合により、据置

期間及び償還期限を

短縮し、又は繰上償

還をし、若しくは低

利に借り換えること

ができる。

老 朽 管

更 新 事 業

計

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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－ 51 －



議案第 号

平成 年度いわき市病院事業会計補正予算（第３号）

第１条 平成 年度いわき市病院事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

第２条 平成 年度いわき市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量

を次のとおり補正する。

（区 分） （既決予定量） （補正予定量） （ 計 ）

⑵ 年 間 患 者 数

ア 入 院 人 人 人

イ 外 来 人 人 人

⑶ 一 日 平 均 患 者 数

ア 入 院 人 人 人

イ 外 来 人 人 人

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

科 目 既決予定額 補正予定額 計

収 入

第１款 病 院 事 業 収 益 千円 千円 千円

第１項 医 業 収 益 千円 千円 千円

第２項 医 業 外 収 益 千円 △ 千円 千円

支 出

第１款 病 院 事 業 費 用 千円 千円 千円

第１項 医 業 費 用 千円 千円 千円

第４条 予算第４条本文括弧書中「不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金 千

円」を「不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金 千円」に改め、資本的収入及

び支出の予定額を次のとおり補正する。
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議案第 号

平成 年度いわき市病院事業会計補正予算（第３号）

第１条 平成 年度いわき市病院事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

第２条 平成 年度いわき市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量

を次のとおり補正する。

（区 分） （既決予定量） （補正予定量） （ 計 ）

⑵ 年 間 患 者 数

ア 入 院 人 人 人

イ 外 来 人 人 人

⑶ 一 日 平 均 患 者 数

ア 入 院 人 人 人

イ 外 来 人 人 人

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

科 目 既決予定額 補正予定額 計

収 入

第１款 病 院 事 業 収 益 千円 千円 千円

第１項 医 業 収 益 千円 千円 千円

第２項 医 業 外 収 益 千円 △ 千円 千円

支 出

第１款 病 院 事 業 費 用 千円 千円 千円

第１項 医 業 費 用 千円 千円 千円

第４条 予算第４条本文括弧書中「不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金 千

円」を「不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金 千円」に改め、資本的収入及

び支出の予定額を次のとおり補正する。
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科 目 既決予定額 補正予定額 計

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円 千円 千円

第１項 企 業 債 千円 △ 千円 千円

第３項 国 県 補 助 金 千円 千円 千円

第４項 負 担 金 千円 △ 千円 千円

第５項 他 会 計 補 助 金 千円 千円 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円 千円 千円

第６項 そ の 他 資 本 的 支 出 千円 千円 千円

第５条 予算第６条に定めた起債の限度額を次のように改める。

起債の目的 既決限度額 補正限度額 計

医 療 器 械 整 備 事 業 千円 △ 千円 千円

新 病 院 事 業 千円 千円 千円

計 千円 △ 千円 千円

第６条 予算第 条中「 千円」を「 千円」に改める。

第７条 予算第 条中「 千円」を「 千円」に改める。

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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議案第 号

平成 年度いわき市下水道事業会計補正予算（第２号）

第１条 平成 年度いわき市下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

第２条 平成 年度いわき市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務

の予定量を次のとおり補正する。

業 務 既決予定量 補正予定量 計

⑷ 主要な建設改良事業

ア 管 渠 建 設 事 業 千円 △ 千円 千円

ウ 処 理 場 建 設 事 業 千円 △ 千円 千円

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

科 目 既決予定額 補正予定額 計

収 入

第１款 下 水 道 事 業 収 益 千円 △ 千円 千円

第１項 営 業 収 益 千円 △ 千円 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円 △ 千円 千円

第３項 特 別 利 益 千円 千円 千円

支 出

第１款 下 水 道 事 業 費 用 千円 △ 千円 千円

第１項 営 業 費 用 千円 △ 千円 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円 △ 千円 千円

第４条 予算第４条本文括弧書中「不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金

千円、当年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額 千円、減債積立金 千円」を「不足する額 千円は、過年度分損

益勘定留保資金 千円、当年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額 千円、減債積立金 千円」に改め、資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。
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議案第 号

平成 年度いわき市下水道事業会計補正予算（第２号）

第１条 平成 年度いわき市下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

第２条 平成 年度いわき市下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務

の予定量を次のとおり補正する。

業 務 既決予定量 補正予定量 計

⑷ 主要な建設改良事業

ア 管 渠 建 設 事 業 千円 △ 千円 千円

ウ 処 理 場 建 設 事 業 千円 △ 千円 千円

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

科 目 既決予定額 補正予定額 計

収 入

第１款 下 水 道 事 業 収 益 千円 △ 千円 千円

第１項 営 業 収 益 千円 △ 千円 千円

第２項 営 業 外 収 益 千円 △ 千円 千円

第３項 特 別 利 益 千円 千円 千円

支 出

第１款 下 水 道 事 業 費 用 千円 △ 千円 千円

第１項 営 業 費 用 千円 △ 千円 千円

第２項 営 業 外 費 用 千円 △ 千円 千円

第４条 予算第４条本文括弧書中「不足する額 千円は、過年度分損益勘定留保資金

千円、当年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額 千円、減債積立金 千円」を「不足する額 千円は、過年度分損

益勘定留保資金 千円、当年度分損益勘定留保資金 千円、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額 千円、減債積立金 千円」に改め、資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。
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科 目 既決予定額 補正予定額 計

収 入

第１款 資 本 的 収 入 千円 △ 千円 千円

第１項 企 業 債 千円 △ 千円 千円

第２項 他 会 計 出 資 金 千円 △ 千円 千円

第３項 国 庫 補 助 金 千円 △ 千円 千円

第４項 県 補 助 金 千円 △ 千円 千円

第５項 負 担 金 等 千円 千円 千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 千円 △ 千円 千円

第１項 建 設 改 良 費 千円 △ 千円 千円

第３項 企 業 債 償 還 金 千円 千円 千円

第５条 継続費の総額及び年割額を次のとおり補正する。

款 項 事 業 名
補 正 前 補 正 後

総 額 年 度 年割額 総 額 年 度 年割額

１ 資本的

支 出

１ 建 設

改良費

中部浄化センター

建設事業（水処理

機械電気設備等）

千円 千円 千円 千円

中部浄化センター

建設事業（汚泥処

理機械電気設備）
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第６条 予算第７条を次のように改める。

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

下 水 道

建設事業

千円

１ 借入先

政府、銀行、その他

２ 借入方法

証書借入又は証券発

行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政の

都合により、起債額の

全部又は一部を翌年度

に繰り延べて借り入れ

ることができる。

以 内

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる資金に

ついて、利率の

見直しを行った

後においては、

当該見直し後の

利率）

政府資金について

は、その融資条件に

より、銀行、その他

の場合には、その債

権者と協定するとこ

ろによる。

ただし、企業財政

の都合により、据置

期間及び償還期限を

短縮し、若しくは繰

上償還又は低利に借

り換えることができ

る。

資 本 費

平準化債

計

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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第６条 予算第７条を次のように改める。

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還の方法

下 水 道

建設事業

千円

１ 借入先

政府、銀行、その他

２ 借入方法

証書借入又は証券発

行

３ 借入時期

平成 年度

ただし、企業財政の

都合により、起債額の

全部又は一部を翌年度

に繰り延べて借り入れ

ることができる。

以 内

（ただし、利率

見直し方式で借

り入れる資金に

ついて、利率の

見直しを行った

後においては、

当該見直し後の

利率）

政府資金について

は、その融資条件に

より、銀行、その他

の場合には、その債

権者と協定するとこ

ろによる。

ただし、企業財政

の都合により、据置

期間及び償還期限を

短縮し、若しくは繰

上償還又は低利に借

り換えることができ

る。

資 本 費

平準化債

計

平成 年２月 日提出

いわき市長 清 水 敏 男
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